
平成３０年度　校務改善推進事業発表会　参加者アンケートまとめ

〔２〕「校務改善」の取組の状況について 

校長 副校長
主幹教諭
指導教諭

主任教諭 教諭 学校事務
教育
委員会

合計

Ｈ２８ 87 101 35 11 3 41 19 297
Ｈ２９ 80 122 26 22 3 63 30 346
Ｈ３０ 90 130 27 10 2 44 39 342

＜考察＞ 

 副校長の参加者数が最も多く、

ここ数年増加傾向にある。次い

で校長が多く、管理職が校務改

善のヒントを求めていることがう

かがえる。また、教育委員会の

参加も増えている。 

 都の事業を学校現場で円滑に

実施できるようにするためにも、

特に副校長にスポットを当て、校

務改善推進の切り口となる発表

が必要である。 

＜参加者の内訳の推移（過去３年間）

〔１〕本日の発表会の内容は、職務の役に立つか 

校長 副校長
主幹教諭
指導教諭

主任教諭 教諭 学校事務
教育
委員会

とても役に立つ 65% 67% 81% 80% 100% 45% 66%
まあまあ役に立つ 33% 27% 11% 20% 0% 41% 31%
あまり役に立たない 1% 1% 4% 0% 0% 5% 0%

無回答 1% 5% 4% 0% 0% 9% 3%

職層別 全体 

＜考察＞ 

 肯定的評価が多い。実践的な事例等

を中心に発信し、教職員が取組の参考

となる内容を継続するとともに、より多

くの方に参加していただけるよう校務

改善ＮＥＷＳ等で周知する。 

＜考察＞ 

 「現在取り組んでいる」「少し取組を始めたと

ころ」が９割近くを占めている。参加している多

くの学校が、実際に校務改善を推進している

中で発表会に参加している。 

  今年度は「ミドルリーダーの活躍」や「ボトム

アップ」をキーワードに「ボトムアップで創る校

務改善」をテーマとした。参加者にその取組内

容を聞いたところ、 

 ・主任教諭をリーダーとしたＯＪＴの推進 

 ・積極的なコミュニケーションの実施 

 ・主幹会などの提案の場の設定 

 ・校務改善について触れる自己申告の実施 

などの回答を得た。詳細は以下の「アンケート

の自由記述より」の「１ 今年度のテーマ『ボト

ムアップで創る校務改善』における参加者の

取組事例」に掲載 






